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Abstract  Anger-recall is one of the most important aspects of anger to control its maladaptive 
effects on behaviors and mental health. In this study, 174 participants reported their 
daily anger experiences. Their experiences were categorized and summarized to 
examine factors related to anger-recall. The results showed that the degree of anger 
and the unresolved feeling to anger situation were related to the ease of anger-recall. 
                     
                        
１．はじめに 
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1 Davidson, Schwartz, Sheffield, Mccord, Lepore, & Gerin９）
は，怒りの維持について記憶や思考の役割に注目する必
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 調査には本学の学生 174 名（男性 156 名，女性 18 名；





の同意を得た。回答の所要時間は 15 分程度であった。 
 
２．２ 質問紙の構成 























に有効であった」の 5 件法で回答してもらった。 
 
３．結果 
 「怒りを感じないため，回答不可能」と回答した 4 名














 怒りを感じた出来事について，全部で 471 件の報告が
















































9 件（30％），「数分」が 8 件（27％）と多く，「数時間」
が 6 件（20％），「今も感じている」が 4 件（13％），「直
後」が 3 件（10％）であった。個人特性としての怒りや
すさについては，「1 日数回」，「1 週間に数回」がそれぞ
れ 10 名（33％）と多く，続いて「1 か月に数回」が 7 名







が 28 件（33％），「数日」が 25 件（29％），「数時間」が
20 件（24％）と多く，「直後」が 8 件（9％），「今も感じ
ている」が 2 件（2％），「無回答」が 2 件（2％）であっ
た。個人特性としての怒りやすさについては，「1 週間に
数回」が 34 名（40％），「1 日に数回」が 24 名（28％），
続いて「1 か月に数回」が 19 名（22％），「ほとんどない」
































迷惑行為を受ける 5 16% 社会規範逸脱者 5 16%
自分の力不足 4 13% 自分 5 16%
期待を裏切られる 4 13% 教員 4 13%
ルール違反を目撃 4 13% 仲間 4 13%
思うようにいかない 2 6% 状況 4 13%
態度が悪い 2 6% もの 4 13%
負担が大きい 2 6% 家族 2 6%
自分の過失 1 3% 友人 2 6%
意思疎通がうまくいかない 1 3% サービス 1 3%






合計 31 合計 32
怒りの状況 怒りの対象
Table 5. 「週に数回程度」想起される怒りを感じた出来事
迷惑行為を受ける 21 25% 社会規範逸脱者 17 20%
制限を受ける 13 15% 家族 14 16%
理不尽に怒られる 6 7% 悪意はない第三者 13 15%
期待を裏切られる 5 6% 教員 10 12%
自分の力不足 4 5% 仲間 8 9%
ダメ出しをされる 4 5% 自分 7 8%
ルール違反を目撃 3 4% もの 7 8%
自然現象 3 4% サービス 3 3%
相手の努力不足 3 4% 状況 3 3%
意思疎通がうまくいかない 3 4% 友人 2 2%


























迷惑行為を受ける 11 17% 仲間 13 20%
自分の力不足 5 8% 自分 9 14%
制限を受ける 5 8% 社会規範逸脱者 9 14%
相手の努力不足 5 8% 家族 8 12%
被害を受ける 5 8% 悪意はない第三者 7 11%
不明 5 8% サービス 5 8%
理不尽に怒られる 4 6% 状況 4 6%
意思疎通がうまくいかない 4 6% もの 4 6%
期待を裏切られる 4 6% 教員 3 5%










合計 63 合計 65
怒りの状況 怒りの対象
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（44％），「数分」が 18 件（29％），「数日」が 13 件（21％）
と多く，「直後」が 4 件（6％）であった。個人特性とし
ての怒りやすさについては，「1 か月に数回」が 24 名
（38％），「1 週間に数回」が 23 名（37％），続いて「1









が 13 件（15％），「直後」が 11 件（13％），「今も感じて
いる」が 1 件（1％）であった。個人特性としての怒りや
すさについては，「1 か月に数回」が 37 名（44％），「ほ
とんどない」が 23 名（27％），「1 週間に数回」が 20 名










いては，「ほとんどない」が 76 名（37％），「1 か月に数
回」が 68 名（33％），「1 週間に数回」が 48 名（23％），



























実施した（Figure 1）。当時・想起時（F(1, 464)=218.97, 




迷惑行為を受ける 19 23% 仲間 20 23%
制限を受ける 8 10% 社会規範逸脱者 17 19%
期待を裏切られる 7 8% 悪意はない第三者 13 15%
注意される 6 7% 家族 9 10%
意思疎通がうまくいかない 6 7% 友人 8 9%
理不尽に怒られる 5 6% もの 7 8%
ルール違反を目撃 5 6% 自分 4 5%
相手の努力不足 3 4% 教員 3 3%
態度が悪い 3 4% サービス 3 3%
被害を受ける 3 4% もの 2 2%











合計 84 合計 88
怒りの状況 怒りの対象
Table 8. 想起することが「まったくない」出来事
迷惑行為を受ける 65 31% 社会規範逸脱者 54 26%
期待を裏切られる 20 10% 家族 29 14%
制限を受ける 14 7% 自分 24 12%
自分の過失 11 5% 仲間 21 10%
意思疎通がうまくいかない 10 5% 悪意はない第三者 20 10%
自分の力不足 10 5% もの 19 9%
被害を受ける 9 4% 友人 18 9%
不明 9 4% 状況 8 4%
ルール違反を目撃 9 4% サービス 6 3%
相手の努力不足 6 3% 教員 4 2%
態度が悪い 6 3% わからない 3 1%






























で 1 要因分散分析を行った（Figure 2）。結果，主効果は


















































Figure 1. 怒りの想起頻度と強さの関係 
Figure 2. 怒りの想起頻度と強さの変化量の関係 
Figure 3. 怒りの想起頻度と出来事の解決度の関係 
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小倉３）によれば怒りは, 日本において成人の約 8 割が 
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